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を明らかにする目的で、2000 年から 2009 年に大阪府と周辺自治体で分離された 89 株の多剤耐性結
核菌と 1011 株の多剤耐性ではない結核菌について、薬剤耐性、遺伝子型別、薬剤耐性関連遺伝子の
検討を行った。その結果、1）多剤耐性結核菌のうち 48.5%が超多剤耐性結核菌であり、大阪では、
世界的に見て高いと言われる日本全体での割合（31.5％）よりもさらに高い割合で多剤耐性結核菌の
うち超多剤耐性結核菌が存在すること、2）遺伝子型別、薬剤感受性パターンおよび薬剤耐性関連遺
伝子の変異の相同性から、治療によって耐性化した株だけではなく、少数の耐性菌のクローンが地域
内で伝搬している可能性があること、3）地域内で伝搬が示唆された多剤耐性結核菌クローンのうち、
一群は耐性結核菌の 12.4％を占める大きな群を形成しており、同クローンの遺伝子型は多剤耐性で
ない結核菌では認められず、強い伝搬力を有する可能性があること、が示された。 
大阪府における超多剤耐性を含む多剤耐性結核菌の比率や系統的な特徴を明らかにした点で、本研究
は極めて意義がある。また、既報は全国の国立療養機構から集めた菌株でのデータであり、地域でポ
ピュレーションベースの結核菌遺伝子型調査によりの多剤耐性結核菌の伝搬を示唆したのは本論文
が初めてであり、本論文において中心的な役割を果たしている。したがって、本研究者は、博士（医
学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
